「意図を定める」　

『死後探索マニュアル』ブルース・モーエン著　より

「アファメーション」と「意図を定めること」
アファメーション（宣言）について（P56～）
「アファメーションとは、願望(欲､ではない)を言い表す、
明確で、簡潔で、完全で、ポジティブで、現在形を使う声明文」。
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・意識が目指していく標的を定義するものなので、正確さが求められる。

　　×－曖昧、回りくどい、不完全⇒そのような結果を生む。
・とにかく慎重に、言葉を決めるときは書く。文言を定める。

・肯定形を使う必要がある。⇒私はより明晰な知覚を願います。

・現在形にする。⇒死後の世界を探索しようとするときはいつでも私の知覚は明晰です。

・その特徴について、具体的な身近な人の結婚相手の例を挙げながら説明している。

・なかなか結果が出ず､特に実現に時間のかかるアファメーションについては、それが最終目的ではなくて、プロセスを指している可能性が高い。⇒例：完璧な女性に出会う

・一度口にして手放し、あとはもう考えない。
一度行ったアファメーションを何度も繰り返すことは、かえってその実現に対する疑いの表明になり、逆効果。⇒　手放す

意図を定める（P59～）
・意図がすべて、すべての始まり。

・「アファメーションは、自分の意識のミサイルを向ける標的を明確化するものだ。
・「意図を定めること」が、ミサイルの発射ボタンを押すことであり、誘導システムであり、ロケット燃料であって、意識をその標的に向かって飛ばしてくれるのだ。

・「意図を定める」というのは、最も魔法に近いもののひとつだ。

・「意図を定める」というのは､意識の特別な領域だ。

・あなたの注意が｢意図を定める｣意識に集中しているときに表明されたアファメーションにはいっそう力が加わる。
⇒(実現しやすく「なる」)
・あなたが意図の定め方を覚えれば、死後探索のときでも毎日のどこででも使える、パワフルツールを手に入れたことになる。

・「意図を定める」とは、感覚を思い出すこと／追体験することで入っていける特定の意識領域
・この「意図を定める意識状態」を掴むための訓練がある。
意図を定める　の使いかた（P68～）
・アファメーションを口にするとき

・スーパーに行くときに入り口に近い駐車スペースを見つけるためにも使える。

①よく考えて、明確で、簡潔で、完全で、ポジティブで、現在形を使ったアファメーションの言い回しを決める。

②そのアファメーションの最終形を書きとめ、記憶する。

③静かな場所に、楽な姿勢で座り、目を閉じる。

④３回のリラックス深呼吸､３回のエネルギー収集呼吸をおこなう｡

⑤アファメーションを口で言う前か、
言っているとき、あるいは言った後に意図を定める感覚を思い出す。
その感覚を追体験できるくらいまで。

⑥心の中で一度だけ、アファメーションを繰り返す。

⑦完全に手放す。
アファメーションを繰り返したときに、ほかに何か感覚を感じていたら、それを記録する。

※私自身、この本のこのヶ所を読書中に、車のアクシデントを助けられたことがあり、その方にお礼をするというアファメーションの
成就の過程が面白く、まさに実証実験をしたと信じています。

・アファメーションという語は｢肯定｣や｢確信｣を意味する英語

・心の中にはっきりとした霊的意味をもつイメージを植えつけるためのもの

・普通の嘆願や悔い改めの祈りとは違う。(インドではマントラ)

・キリストは例え話をした－4人の人が種を持っていた。ある人は道路へ⇒鳥に食べられた。ある人は茂みへ⇒雑草。ある人は岩地へ⇒乾燥。４人目の人は畑へ⇒すくすくとのび大きな木になって結実
種は神の言葉であり、祈り。播かれる地は心の状態。

・瞑想中に心の中で保ち続ける聖なる言葉のエッセンス
・進んで試みてみましょう。
・全てが成るべくしてうまくいくことを意図して、
今できることに没頭しましょう。
・私達全ての潜在意識には、深い知性が備わっていることを思い出し、たとえ1%でもいいので、無限の叡知に預けてみましょう。
・私達はどんなに学び、成長させてきても、全てを知っているわけではありません。
・ここに至るまでに、いろんな情報や出来事を通して、自然と自らの限界や好きなものと嫌いなものを受け入れてきています。
・それらを手放し、
改めて人生の姿である｢変化｣を受け入れる状態に戻せば、未知なるものが、求める｢答｣として待っています。
魂は、自分自身のリズムとタイミングで混乱を解いていきます。
・今の｢私｣が｢知っている｣ものとは別世界の、
まだ｢私｣が｢知らない｣ものがあることを受け入れるなら、
道を閉ざしていた障壁は消滅していきます。
・「導き」とコンタクトし、コミュニケートできるように、学ぶ。

・誰にともなく尋ねている、という気持ちであなたの質問を
声に出して尋ねてください。

・準備ができたら、目を開き、エクササイズから完全に戻ってくるために少し、時間を取ります。
・それからすぐにあなたの経験について記録を書き始めてください。

振り返り

「ハートの知性」
・「質問の答えの中にあるものをもっと受け取ります」と言って、もう一度注意をハートに集中させてみる。

・喜んで、もっと受け取ることを繰り返し表明していると、
ついに答えが私にわかる形でやってくる。

１．感謝、　２．感動、　３．感激　　４．素直
　５．ツイてる、ツイてる。　ありがとう。
　６．プラス思考　　７．願文を書き、音読する。
どんなことにも感謝をし、感動、感激できる人間にはツキがどんどんくる。
また、ツキは受け止めてくれる人間に集まるので、素直であることが大切。嫌な事にもありがとう!!でこれ以上、嫌なことを引き寄せない｡ありがとう、という言葉には｢ものすごい｢言霊パワー」がある。
○○になりたい、○○になりますように、と思うのではなく、
すでに（○○になりました。ありがとうございます）と
イメージをより明確に、簡潔に、完全に、ポジティブな形で
潜在意識下に落とし込むとよい。
願文（がんもん）とは
願い事を筆で書き、寝る前に必ずそれを読み、イメージし、手放す。するとより早く願いがかなう。「願」と「欲望」とは根本的に違う。

わずかなお賽銭をあげ､それも年1回の初詣ぐらいで、「家内安全、商売繁盛、…」こういうのは個人的・私的な欲望である｡

○核戦争など絶対に起こしません！○世の中が平和であるよう皆と努力しています！○…自然を人間の作る公害でこれ以上汚しません！　などと念じたとき、それを「願」という。
どんな小さな「願」でも心ひそかに持ちつづけていると、顔がよくなり、眼の色が深く澄んでくる。

ひとりひとり自分に合った「願」を持ちましょう。
そして、「一隅を照らす」人間になりたいものです。

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　以上皆みな様からの学びです。

ありがとうございます。2011.5.18
